
東洋紡の強み 2022年度の事業概況
　当事業では、2025中期経営計画に基づき、「事業ポートフォリオ
のあるべき姿」に向けた事業改革マスタープランの実行に注力して
います。
　2022年度は、各事業とも原料および燃料の高騰の影響を大きく
受け、急激な円安の進行による為替要因もマイナスサイドに働きま
した。その中で、中東民族衣装のトーブ地は、売上・利益ともけん引
しました。原料価格の値上げについてはほぼ価格転嫁ができたも
のの、燃料の価格転嫁については大きく苦戦し、東洋紡STC（株） 
以外の業績は厳しいものになりました。
　これらの結果、当セグメントの売上高は924億円、営業利益は 
▲25億円（新セグメント実績）となりました。
なお、コスト上昇要因以外の各事業の課題への対応は予定通り
進捗しています。また、為替影響については新規契約より緩和され
ると見ています。

●  合繊メーカーとして培った生分解性繊維のエアバッグへの
展開ノウハウ

●人と地球に優しい商品ラインアップ
●  日本初のアクリル繊維メーカーとして培った重合・変性技術
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中東民族衣装のトーブ地

機会

●  環境素材(生分解やリサイクル)への置き換えに
よる商機拡大

●  環境素材業界の再編・アライアンスによる体質
強化、機会の拡大

リスク

●  生分解やリサイクルなど小ロット原料の生産中止
や独占化による価格高騰

●  衣料業界の国内下請け業者の廃業加速や工場で
の労働力確保のリスク

機会とリスク

売上高・営業利益

2022
年度

売上高 営業利益

924

▲ 25

-50000（億円）



機能繊維・商事

　機能繊維事業は、2024年3月からの新体制のスタートを目指して 
人的資本構造改善を行っています。併せてToyobo Textile（Malaysia）
SDN.BHDへの生産技術移管にも取り組んでいます。
　東洋紡の祖業であり、140年以上の技術の蓄積がある衣料繊維
事業では、収益力と資産効率の向上を目指してグループ会社の 
統合・再編を行い、2022年4月、東洋紡せんい（株）が発足しました。 
3工場の集約と海外拠点一体での事業運営による収益回復により、
黒字化への基盤確立を目指しています。羊毛紳士服の御幸毛織は、
糸・織・加工・縫製まで一貫生産できる高級ブランドが最大の武器で
あり、超強糸（長短複合紡績糸「マナード®ウール」）を用いて、世界最
細、最軽量クラスの織物も展開しています。繊維事業の効率化によ
る安定経営を実現するとともに、取引先の選択と集中（脱百貨店、高
付加価値衣料化）を行っています。
　アクリル繊維事業の日本エクスラン工業（株）は、建築鋼材・工事関
係費の急騰で当初予定していた再生事業計画を見直して再スタート
を切りました。アクリル原綿のOEM化と生産工程の効率化を図り、 
社外との連携を含む営業戦略と拡販強化策を実行していきます。
　商社である東洋紡STC（株）は、東洋紡グループ会社との新たな
商流の拡大、独自技術商品の拡大などに注力していきます。

事業戦略
　「繊維技術で暮らしにちょっとした快適な変化をつくる」を当事業
のビジョンとして、生活のさまざまな場面で生かせる特性技術を開発
し、製品化していく取り組みを進めています。当本部の事業は多岐に
わたりますが、日常生活に関わる商材が多いので、ユーザーの困り
ごとや課題を解決するため、技術力、開発力を活用し、商社機能も 
使いながら広く英知・技術を集め、それらを製品化し、グローバルに
展開していきたいと考えています。自前存続の考えを捨て、業界再編
も含めた同業他社や他業種とのアライアンスも戦略に加えていきま
す。また、「サステナブル・ビジョン2030」の社会課題では特に「従業
員のウェルビーイング&サプライチェーンの人権」と「脱炭素社会&循
環型社会」について取り組みを強化しています。
　マスタープランに基づいて、早期黒字化必達の取り組み、各事業と
も適正な限界利益率を得るために、「不採算事業・商材からの撤退」
「生産規模と人員の適正化」「コストアップに対する価格転嫁」等を優
先しています。
　エアバッグ事業は、ノンコート基布から参入しました。現在では 
シリコンコート基布も製造していますが、今後のリサイクル社会を考
えるとシリコンを剥がす必要のないノンコート基布の重要性は高ま
ります。また、生分解性繊維等の活用・製造ノウハウも強みです。黒字
化へのロードマップを確実に実行し、ベース価格改定交渉、品番統合、
適正配置、共通経費の見直し等を進めています。Indorama Polyester 
Industries PCL（以下「IPI」）とのエアバッグ用原糸製造合弁会社
Toyobo Indorama Advanced Fibers Co., Ltd.（TIAF）が2022年
10月に稼働開始し、早期の安定稼働を目指して取り組んでいます。

IPI敷地内に竣工したTIAFのエアバッグ用ナイロン原糸生産工場


